





























































































た。1889年，天津電報学堂の専任教師は 3人で，デンマーク人教師 2人（C・H・C・Poulsenと V・
Culmsee），京師同文館卒業生の那三である。1895年，在校生が 50名いた。年齢が 6歳から 22歳で，









学堂は 1年間の準備期間を経て，1881年 8月天津機器製造局の西側に竣工された。学堂は 13歳から





李鴻章は章程を変更し，在学生の待遇を増加し，月間銀 1両から銀 4両まで上げた。銀 4両は当時 8












































1902年から 1910年にかけて，天津の各学堂で教鞭を執った日本人教習は 60余名であった。表 1
に示したように，北洋師範学堂 14名，北洋法政専門学堂 11名，北洋軍医学堂 8名，天津警務学堂 8名，
天津工芸学堂 5名で，数多くの日本人教習を招へいした。
表 1　天津における主な学堂の日本人教習の状況（1902年–1910年）
学堂名 日本人教習人数 学堂名 日本人教習人数
北洋師範学堂 14名 北洋法政専門学堂 11名
天津警務学堂  8名 北洋軍医学堂  8名
天津工芸学堂  5名 天津両級師範学堂  4名









中島半次郎 北 洋 師 範 学 堂 1906年 9 月 – 1910年 1 月
吉 野 作 造 北洋法政専門学堂 1907年 12月 – 1909年 2 月
藤 井 恒 久 天 津 工 芸 学 堂 1902年 7 月 – 1909年 7 月
平賀精次郎 北 洋 軍 医 学 堂 1902年 11月 – 1910年 4 月






















































































科目 唱歌 楽器 音楽譜典 体操 遊戯 生理 教授法 合計















































































　� 「清国に於ける医事教育」『同仁』1908年 9月 10日
　� 「清国に於ける医事教育（前承）」『同仁』1908年 10月 1日
